
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目
自己
評価

外部アン
ケート等

総合

１  学校Webページやス
クールネットメール等を活
用し、保護者や地域へ積
極的に情報発信していま
すか。

　チラシ等のデータ配信の推進や、学校Webペー
ジの充実を図り、月に１回以上の更新を行うなどし
て、積極的な情報発信を行う。

教務部
教務係
情報係

○　「特色ある教育」「ICT活用事例」などのページ
の充実。
○スクールネットメールを活用したチラシの配付を
推進する。
○行事の前後２週間を目安に学校ＨＰで告知をし
たり、活動の様子掲載したりして、速やかに情報発
信を行う。

Ａ Ａ Ａ

学校HPにきりとく八木節のページを増設。
YouTubeで歌詞を見たり音楽を聴いたりできるよう
にした。
チラシ等のデータ配信は定着して来ており、ほとん
どのチラシをデータ配信として配布を行った。
オクレンジャーを導入したことで、今後はオクレン
ジャーを活用して情報を発信していく。

・積極的に情報発信していると思う。アンケートのA評価
が少ないのが気になる。保護者の伝えてほしいこと、学
校が伝えたいと思うことを探ってみるとよいのではない
か。
・「きりとくだより」等を通じて情報を受信させていただいて
いる。
・地域の認知度がやや弱いかと思う。「きりとくだより」の
PR（公民館活用等）
・スクールネットメールの活用が素晴らしいと思う。

「特色ある教育」のページに八木節に関する児童
生徒の活動の様子を掲載するなどして、充実を図
る。
オクレンジャー導入により、児童生徒の学校での
様子についての連絡や、チラシ・お便り等の配布
物をデータ配信とすることで、円滑な情報のやりと
りを行う。

２　ニーズを踏まえ、より多
くの保護者や教職員が主
体的に参加・参画する
PTA活動を企画していま
すか。

　PTA主催の講演会や見学会等を年４回以上実
施し、半数程度の参加者があり、85％以上が内容
に満足している。

渉外部
PTA係

〇PTA役員を中心に話し合い、昨年度までの活
動を反省し、保護者と教職員のニーズに合った講
演会等を企画する。
〇講演会等について、保護者と教職員が参加し
やすい日程や内容になるように工夫する。また、当
日の様子について、学校だより等で欠席者にも周
知する。

Ａ Ａ Ａ

PTA主催の講演会や見学会等を年４以上回実施
し、半数程度の参加者があり、満足度も高かった。
日程や内容についても、保護者や教職員が参加
しやすい日程や内容になるように工夫した。

・保護者と職員の結果に少し差が見られる要因は
何なのか。
・共有できる講演内容の企画が大変だと思う。
・皆が知りたいことをわかりやすく企画していて良
い。

授業参観後に講演会を計画したが、授業参観後
にそのまま帰宅してしまう保護者がいたので、アナ
ウンス等が必要。

３　地域の学校や関係機
関と積極的に連携を図り、
経験を深め、社会性を養う
ような、交流及び共同学習
を推進していますか。

　小学部では、相互の学校のニーズに基づいた学
校間交流や共同学習を、各校と2回以上の複数
回実施する。
　中学部では、公民館や郵便局など、地域の公共
施設等との地域交流を、２回以上の複数回実施
する。

渉外部
交流係

〇学部内で児童生徒の実態に基づく内容やねら
いを明確にし、事前・事後学習を計画的に行うこと
で、相互の児童生徒にとって経験を深めることが
できるようにする。
〇相手先との連絡を密に取り合い、昨年度の反省
を生かしたお互いのニーズに基づく交流活動を立
案・実施する。

Ａ Ａ Ａ

菱小学校、梅田南小学校と各２回の交流を行った
他、桐生清桜高校との交流を行った。
地域交流では、八木節交流やすいとん交流など
菱地区の方々とのかかわりを中心に複数回実施
することができた。

・そう思う。
・他校との交流は生徒にとって楽しみの一つかと思
う。
・相手先との密な連絡により、計画がスムーズに行
える事が良い。

今年度の反省を基に、活動時期や内容について
相手校の担当者と打ち合わせを年度末、または年
度初めに行う。また、活動場所については1回は本
校、もう1回は相手校で行うなど、様々な実施方法
について検討する。

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

４　桐生市内の園・小学
校・中学校等への支援（相
談事業・実態把握・支援方
法）の充実をはかっていま
すか。

　桐生市療育支援相談部会「つばさクラブ」の運
営に携わり、発達などに気がかりなことのある年長
児に対して適切な療育を提供することで、「つばさ
クラブ」に参加した保護者の満足度８０％以上を得
る。

相談
支援部

○ＰＤＣＡサイクルを通し、「つばさクラブ」に参加
する幼児の目標に合った活動内容を計画する。
○個別の相談を通し、「つばさクラブ」に参加する
保護者との関係を築く。
○年度末には、「つばさクラブ」に参加した保護者
に、子供の成長について成果を尋ねる。

Ａ Ａ

「つばさクラブ」実施後の反省を生かし、参加幼児
の実態や目標に合うように活動内容や環境を見直
した。また、夏休み中にも活動内容について話し合
いを持った。どの保護者からも幼児の成長が感じら
れ参加して良かったとの言葉をいただけた。

・他校との交流場に於いて対応していると感じる。
・個別の相談やつばさクラブについて、参加者が
増えるのではないか。

来年度も、市教委、たんぽぽルームと協力して、参
加幼児の実態や目標に合うように、活動内容や環
境について検討する。今年度同様、夏休み中に、
活動内容等の検討会を実施する。

５　学習指導要領に示され
ている内容を児童生徒の
実態に合わせ、主体的に
学べる学習計画・学習内
容を設定・評価しています
か。

 学習指導要領に示されている内容を児童生徒の
実態に合わせ、「これならできそう」「「やってみた
い」と思える学習計画・学習内容を設定できるよう
に研修を行い、８０％以上の教員が設定・評価でき
たと回答している。

学習指導部

〇学習指導要領に示されている内容をもれなく学
習できるように学びの履歴シートを作成する。
〇「これならできそう」「「やってみたい」と思える学
習内容が考えられるように授業振り返りシートを活
用する。

Ａ Ａ Ａ

履歴シートや授業振り返りシートの研修だけでな
く、来年度の校務支援システム移行に向けて、教
育課程説明会研修を全教職員向けに行い、実際
に行っている学習内容が学習指導要領のどこに示
されているかを意識できるように行った。

・生徒に応じたカリキュラムの工夫を感じる。
・ダンス等が好きな子も多いようだ。
・授業振り返りシートは良い取り組みだと思う。

来年度の校務支援システム移行に向けて、３つの
柱、３観点評価につながる年間指導計画、単元計
画を全教職員の協力のもと作成していく。

６　自分から課題に取り組も
うとする教材や発問の工夫
とICTの活用を推進してい
ますか。

　教材を作るための参考になる教材教具展やICT
研修会を年２回以上実施し、８０％以上の教員が
活用できたと回答している。

学習指導部

○各教員が自作した教材を見る機会を設け、教
材づくりに生かせるようにする。
○ICTの活用に関する校内研修において、ICT機
器の使い方や、アプリを活用した教材作成等につ
いて、職員の理解を深める。

Ａ Ａ Ａ

一人一教材の展示を依頼し、夏季休業中に教材
教具展を実施した。また他校からの教材展示の希
望を募った。ICTを活用した教材HPを共有したり、
教材教具展においてアプリを活用した教材を展示
したりした。

・そう感じる。
・楽しみながら学ぶ姿を拝見。
・ICT活用していると思う。

アプリを活用した教材作成の実践研修を行う。
google drive等を活用して作成した教材の共有の
方法を整えていく。

７　安心した学校生活が送
れるように、児童生徒の心
身の細やかな変化に着目
し、早期発見、早期解決に
努めていますか。

　児童生徒の健康上の配慮事項について全体及
び各学部で共通理解できるように、情報共有会議
等を年２回以上複数回実施している。

保健部

〇健康上の配慮事項が共通理解できるように、４
月に情報共有会議を実施する。
〇配慮事項について変更や追加をする場合は、
朝会や部会で周知するようにする。 Ａ Ａ Ａ

また、情報の確認、更新作業を年に二回各担任に
依頼し確実な情報を共通理解できるようにした。

・方策に家庭との連携・学校医からの助言の視点
も入れても良いかと思う。
・そう感じる。
・生徒の安全第一で取り組んでいると思う。
・健康上の配慮を皆で共有することで、理解が深
まると思う。

情報の確認、更新作業を年に二回各担任に依頼
すると同時に、情報に変更があった際は随時情報
を更新してもらうよう周知する。

８　危機対応マニュアルの
理解と訓練、清掃・安全点
検を徹底していますか。

　危機対応マニュアルに基づいた避難訓練を年４
回、各教室等の安全点検を毎月１回実施するな
ど、学校における児童生徒の安全への取り組みに
ついて、保護者の80%以上が満足していると答えて
いる。 管理部

〇年度初めに危機対応マニュアルの差し替え作
業を朝会で全員同時で行い、周知徹底を図る。
〇避難訓練前に全職員が危機対応マニュアルを
確認する機会を設ける。
〇安全点検の結果を事務部と共有し、補修や修
繕を速やかに行う。

Ａ Ａ Ａ

避難訓練の際には、マニュアルをもとにした実施
計画を立て、周知を行った。安全点検の結果は毎
月事務部と共有できた。必要な修繕のほか、物品
の整理等にも迅速に対応できた。

・各種訓練でスクールサポーターや消防からの助言をも
らっていると思う。校内だけの共有にならずに、専門家か
らの助言も大切だと思う。
・そう感じる。
・危機対応マニュアルは、先生方と生徒が共有してるの
だろうか。
・マニュアルを確認することを大切にし、よく行っている。

下校時避難訓練の時期について、早めに行えるよ
う計画をしていく。

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

９　キャリア発達段階、指
導目標を明確にし、家庭と
共に将来の姿を考える指
導を行っていますか。

　個別面談等で保護者へキャリア発達能力の目
標一覧を示し、児童生徒の目標や達成状況など
について情報共有を行い、80%以上の保護者が本
校のキャリア教育について理解していると回答して
いる。 学習指導部

進路指導係

〇全職員に対して、キャリア教育の主旨や本校の
進め方等を説明し、共通理解を図る。
〇個別面談の際にキャリア発達能力の目標一覧
を保護者に提示しながら、これまでのキャリア発達
の成長や次の目標を伝えることで、本校における
キャリア教育の理解啓発を図る。
○保護者もかかわってキャリアパスポートを作成で
きるよう、様式などの検討をしていく。

Ａ Ａ Ａ

個別面談の際に、保護者にキャリア教育の理解啓
発を図ることができた。
来年度に向けた新しいキャリアパスポートの様式を
作成することができた。また、職員と保護者に新し
いキャリアパスポートの取り組みの説明を行い、理
解してもらうことができた。

・保護者結果が下がった要因は何なのだろうか。
・アンケートでC評価がアップしているがなぜか。
・個別面談で一人一人の個性を引き出せていると
思う。

職員に対して新しいキャリアパスポートの進め方の
共通理解を図る。また、保護者に協力を求め、新
しいキャリアパスポートを進めていく。

Ⅵ　　「学校いじ
め防止基本更
新」に基づいて
組織的に取り組
みを行っていま
すか。

１０　いじめや問題行動等
の未然防止、早期発見、
早期解決等、学校全体で
の組織的な対応をしてい
ますか。

　いじめや問題行動の未然防止及び、早期発見
に向けて、保護者や児童生徒から、年３回のいじ
めアンケートを実施し、本校のいじめへの対応に
ついて、保護者の80％以上が満足している。

生徒指導部

〇本校におけるいじめの判断と対応について全職
員で確認する機会を設ける。
〇いじめとみられる事案が起きた場合には、担任
は部主事、生徒指導主事に伝えるとともに「いじめ
事案データベース」への入力を行い、全職員で共
通理解を図る。また、対応が必要な場合にはいじ
め防止委員会を開く。
〇いじめの定義等をPTA総会で保護者へ伝えて
いじめについての理解を図ったり、ホームページに
掲載したりする。

Ａ Ａ Ａ

いじめの定義等をPTA総会で保護者へ伝えたり、
年３回のアンケート調査を行い、結果を伝えたり
し、本校のいじめへ対応への理解を図った。
いじめの概要だけでなく対応等も入力できるように
した「いじめ・問題行動データベース」を新しく作
り、試行し始めた。

・「いじめ事案データベース」は「組織的」という視
点で参考にしたいシステムだ。
・いじめの未然防止に向けた活動（温かな人間関
係作り）が方策で示されると良いと思う。
・いじめや問題行動は早期に毅然とした対応をお
願いしたい。
・いじめがあるとは思えないほど、皆の笑顔がある
と思う。

「いじめ・問題行動データベース」については、全
職員でいじめや問題行動について共通理解を図
れるよう、使っていきながら、よりよい形に変えてい
く。
児童生徒が嫌な思いやつらい気持ちなどを表出
できるよう、本校の実態に合った「こころの健康観
察」の方法を考えていく。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

羅　　　　針　　　　盤

Ⅰ　幼児児童生
徒の地域におけ
る豊かな生活の
実現に向けて努
めていますか。

点検・評価

群 馬 県 立 桐 生 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ７ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

Ⅲ  幼児児童生
徒一人一人の実
態に応じた適切
な指導をしてい
ますか。


